
























議

“
 でヽ

い
た
農
村
・
農
業
開
発
の
あ
り
方
を
検
討
し
わ
が
国
の
農
林
水
産
協
力
の
推
進
に

ア
ジ
ア
諸
国
で
人
口
規
模
三
位
に
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
対
象
国

外
島
へ
の
移
住
政
策
を
進
め
農
村
・

去
る
三
月
本
協
会
主
催

IJ

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
代
表
マ
ル
ト
ノ
移
住
大
臣
が
移
住
政
策
に
つ
い
て
国
家

農
業
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

六

0
％
の
人
口
が
集
中
し
て
お
り
、

現
在
、

と
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、

人
ロ
一
億
六
‘
五

0
0
万
人
、
そ
の
内
ジ
ャ
ワ
島
に

本
年
度
は
‘

資
す
る
こ
と
に
あ
る
。

調
査
の
目
的
は
‘

現
地
調
査
を
行
い

人
口
扶
養
力
の
維
持
増
大
を
念
頭
に
お

つ
い
て
そ
の
動
向
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

二
ヵ
村
に
お
け
る
面
接
調
査
を
通
じ
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
農
業
事
情
と
農
村
人
口
に

イ
国
で
そ
れ
ぞ
れ
二
州
（
省
）

ン
ド
国
、

昭
和
六

0
年
度
は
タ

て
い
る
。

昭
和
五
九
年
度
は
イ

発
に
関
す
る
調
査
Ii

を
実
施
し

ア
諸
国
の
農
村
人
口
と
農
業
開

よ
り
農
林
水
産
省
委
託
＂
ア
ジ

本
協
会
は
‘

昭
和
五
九
年
度

遠

藤

正

昭

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

て
も
、

こ
う
し
た
収
入
状
況
が
近
代
化
政
策
の

”
足
か
せ
“

に
な
っ
て
い
る
と
も

ィ

ン

フ

ォ

ー

マ

ル

か

ら

フ

ォ

ー

マ

ル

ヘ

と

い

う

路

線

は

変

わ

ら

な

い

に

し

コ
ロ

が

暖

か
し、
ヽ

と
い
う
状
況
に
あ
る
。

四
千
ル
ピ
ア

（
同
十
万
ル
ピ
ア
）

な
ど
。

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
の
方
が
む
し
ろ
フ
ト

ル
ピ
ア

（
同
十
二
万
五
千
ー
十
八
万
ル
ピ
ア
）
、

ク
ル
プ
ッ
ク
売
り
（
エ
ビ
セ
ン
）
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ン
パ
リ
部
長
は
じ
め
幹
部
の
方
々
と
、

本
調
査
の
協
力
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

同

五
月
五
日
、

提
示
し
、

移
住
省
を
訪
問
し
た
。

国
際
部
長
と
内
定
。

同
日
午
後
、

三
月
の
議
員
会
議
後
、

そ
の
結
果
、

ア
側
総
合
窓
口
と
し
て
マ
ル
ト
ノ
大
臣
ご
自
身
が
務
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
省
内
調
査
開
発
部
の
方
々
と

団
貝
の
略
歴
及
び
日
程
を
イ
ン
ド

国
家
家
族
計
画
調
整
委
員
会
を
訪
問
。

同
会
で
は
‘

ス
グ
ン
・
ス

ネ
シ
ア
側
に
送
付
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。

ン
ド
ネ
シ
ア
側
か
ら
調
査
団
員
が
決
定
次
第
、

ヽ

し
か
し

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
も
外
国
人
に
よ
る
農
村
調
査
は
厳
し
く
、

イ

は
ぼ
合
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

調
査
方
法
及
び
対
象
地
区
等
に
つ
い
て
日
本
側
か
ら
要
望
を

移
住
省
内
の
関
係
者
と
の
打
合
せ
メ
ン
バ
ー
は
、

今
回
の
訪
問
目
的
で
あ
る
予
備
調
査
に
つ
い
て
は
‘

同
調
査
実
施
イ
ン
ド
ネ
シ

り
内
外
へ
の
広
報
活
動
を
す
す
め
て
ゆ
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

発
に
つ
い
て
マ
ル
ト
ノ
大
臣
、

エ
ミ
ル
・
サ
リ
ム
人
ロ
・
環
境
大
臣
が
中
心
と
な

こ
と
に
な
っ
た
と
の
ご
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
今
後
人
口
と
開

学
者
・
専
門
家
か
ら
な
る

Il

フ
ォ
ー
ラ
ム
Il

を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
に
結
成
す
る

議
の
成
果
を
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
に
報
告
し
、

国
会
議
員
、

行
政
官
、

ノ
副
大
臣
他
関
係
者
と
懇
談
。

マ
ル
ト
ノ
大
臣
は
、

同
会

りヽ

早
速
‘

移
住
省
で
は
‘

マ
ル
ト
ノ
移
住
大
臣
、

ス
ジ

日
本
で
は
祝
日
な
の
で
、

日
本
大
例
館
が
休
日
と
い
う
こ
と
も
あ

分
程
で
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
。

リ
ム
空
港
よ
り
か
な
り
大
き
く
感
じ
た
。

市
中
ま
で
の
道
路
は
整
備
さ
れ
、

三
〇

ノ
ハ
ッ
タ
空
港
は
‘

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
風
の
す
ば
ら
し
い
建
物
で
、

こ
れ
ま
で
の
ハ

五
月
四
日
、

成
田
を
発
ち
ジ
ャ
ル
タ
に
到
着
。

昨
年
完
成
し
た
と
い
う
ス
カ
ル

し
た
。

り
予
備
調
査
団
は
‘

法
等
を
検
討
し
、

船
津
準
二
本
協
会
参
与
お
よ
び
私
の
二
名
で
、

五
月
四
日
よ

一
日
ま
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
ス
マ
ト
ラ
・
ラ
ン
ポ
ン
を
訪
問
し
関
係
者
と
協
議

早
速
同
国
へ
予
備
調
査
団
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
調
査
国
内
検
討
委
貝
会
は
‘

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
調
査
に
つ
い
て
、

の
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
発
表
さ
れ
た
。

調
査
方
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を
受
け
る
。

同
事
務
所
担
当
官
の
案
内
で
移
住
先
を
視
察
。

視
察
先
は
‘

同
州
北

ン
ポ
ン
州
事
務
所
を
訪
問
。

ラ
ン
ポ
ン
州
の
移
住
（
移
入
）

状
況
に
つ
い
て
説
明

全
て
開
発
が
す
す
み
、

開
墾
の
余
地
は
な
い
よ
う
に
見
え
た
。

早
速
‘

移
住
省
ラ

五
月
七
日
。
飛
行
機
に
て
ラ
ン
ポ
ン
に
移
動
。

上
空
か
ら
見
る
ラ
ン
ポ
ン
州
は
‘

長
を
は
じ
め
研
究
員
の
合
意
を
得
る
。

に
関
す
る
デ
ー
タ
・
資
料
提
供
及
び
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
協
力
依
頼
に
対
し
、

所

長
よ
り
、

同
研
究
所
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

日
本
側
か
ら
調
査

午
後
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
経
済
学
部
人
口
研
究
所
を
訪
問
。

プ
リ
ジ
ョ
ノ
所

の
外
国
人
に
よ
る
現
地
調
査
の
難
し
さ
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
た
。

三
氏
の
説
明
の
途
中
‘

高
島
有
終
公
使
を
表
敬
゜

公
使
は

記
官
（
農
水
）
、

以
外
の
疾
病
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
か
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
平
山
一
等
書
記

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

官
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

及
び
労
働
に
つ
い
て
の
資
料
・
デ
ー
タ
は
か
な
り
入
手
で
き
た
。

ヽ

し
か
し

人
口

労
働
の
分
野
に
つ
い
て
、

資
料
に
基
づ
い
て
説
明
を
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
‘

農
業

的
ヽ

内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

三
氏
は
‘

農
業
、

人
口
‘

―
男
一
等
書
記
官
（
厚
生
）
、

松
野
裕
一
等
書
記
官
（
労
働
）
三
氏
に
‘

調
査
の
目

五
月
六
日
午
前
日
本
大
使
館
を
訪
問
、

鈴
木
昭
ニ
―
等

平
山

F
P
A
か
ら
も
資
料
提
供
等
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

門
家
に
よ
る
協
力
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
の
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

U

N

 

所
次
長
と
懇
談
し
た
。

U
N
F
P
A
は‘

同
国
の
人
口
調
査
研
究
に
資
金
及
び
専

同
夕
‘

国
連
人
口
活
動
基
金

(
U
N
F
P
A
)
鹿
野
和
子
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
事
務

の
全
面
的
協
力
を
約
束
さ
れ
た
。

て
お
り
、

今
回
の
調
査
は
さ
ら
に
そ
の
発
展
を
促
す
も
の
で
あ
る
と
し
、

調
査
へ

氏
は
‘

日
本
は
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ヘ
の
農
業
協
力
か
多
大
な
成
果
を
あ
げ

農
業
省
で
は
、

コ
リ
ル
国
際
農
業
協
力
部
長
と
調
査
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

同

に
つ
い
て
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
合
意
を
得
た
。

地
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

対
象
と
な
る
地
区
で
の
デ
ー
タ
及
び
実
施
状
況

委
員
会
は
‘

都
市
及
び
農
村
で
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、

特
に
現
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る
一
方
、

既

に

流

入

し

住

み

つ

い

た

人

々

の

居

住

地

区

の

改

善

に

つ

い

て

活

発

な

ら
の
流
入
が
後
を
絶
た
な
い
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
‘

流

入

人

口

へ

の

規

制

を

行

っ

て

い

五
月
九
日
。

ジ
ャ
ル
タ
市
庁
カ
ン
ポ
ン

（
地
区
）
改
善
局
を
訪
問
。

農

村

部

か

同
日
、

船
津
参
与
は
‘

と
し
た
。

新

し

い

流

入

地

区

と

し

て

ス

ラ

ベ

シ

を

候

補

に

す

る

こ

と

を

日

本

側

の

要

請

事

項

一
足
早
く
帰
国
。

農
村
・
農
業
調
査
は
‘

流
出
地
区
の
ジ
ャ
ワ
‘

五
月
八
日
。

調
査
地
区
、

流
入
地
区
と
し
て
、

ラ
ン
ポ
ン
‘

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
戻
り
、

方
法
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
。

気
に
よ
る
生
活
が
保
障
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

発
計
画
の
一
事
業
と
し
て
重
点
的
に
す
す
め
て
お
り
、

訪

れ

た

地

区

に

も

近

々

電

こ
れ
は
後
日
、

マ
ル
ト
ノ
大
臣
か
ら
伺
っ
た
こ
と
だ
が
、

農
村
の
電
化
は
、

開

気
Ii

が
は
し
い
と
答
え
が
か
え
っ
て
ぎ
た
。

屋
外
に
あ
っ
た
。

主

人

に

現

在

の

生

活

に

最

も

必

要

な

も

の

を

質

問

す

る

と

fl

電

い
っ
た
農
機
具
は
な
い
。

家
の
中
は
全
て
土
間
、

台
所
は

建
て
た
と
家
に
住
ん
で
い
る
。

庭
に
は
自
転
車
、
牛
一
頭
、

こ
れ
と

夫
五
五
オ
‘

妻
五

0
オ
、

ヤ
ギ
一
頭
、

四
つ
の
寝
室
と
居
間
、

男
の
子
四
人
の
六
人
家
族
の
家
は
‘

六

年

前

自

費

で

中
部
か
ら
の
移
住
者
で
、

ジ
ャ
ワ
で
は
土
地
な
し
農
民
で
あ
っ
た
。

担
当
官
と
共
に
一
軒
の
農
家
を
訪
れ
た
。

そ
の
家
族
は
‘

一
三
年
前
ジ
ャ
ワ
島

で
は
、

未
だ
電
気
が
な
く
ラ
ン
プ
に
よ
る
生
活
で
あ
る
。

Vヽ

゜
農
業
は
天
水
の
み
で
カ
ン
ガ
イ
・
排
水
の
整
備
は
さ
れ
て
い
な
い
。

生

活

面

保
健
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

移

住

者

の

離

村

率

は

一

＼

二

％

と

思

っ

た

よ

り

少

な

同

地

区

概

況

は

全
戸
二

ha
、

農
作
業
は
水
牛
と
手
作
業
、

農
協
活
動
も
あ
り
、

ド
ダ
ウ
ン
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。

区
に
入
る
と
道
幅
こ
そ
広
い
が
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
路
が
完
備
し
、

時
速
八

0
k
m
で
走
行
で
き
た
‘

デ

コ

ボ

コ

道

で

時

速

一

〇

ー

ニ

o
k
m
と

ス

ピ

ー

し

か

し

同

地

ナ
ッ
ツ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
あ
る
。

同
地
区
へ
は
車
で
約
二
時
間
半
‘

途
中
は
‘

前
に
入
植
地
と
な
り
、

主
要
作
物
は
、

米、

キ
ャ
ッ
サ
バ
、

大
豆
、

ゴ
ム
、

西

部

Way|
A
—

B
u
n
g地
区
‘

人
口
四
五
、
二

0
一
人
‘

九
、
七
四
二
世
帯
‘

コ
コ

一
三
年
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に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

本
調
査
が
、

七
日
に
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

現
地
調
査

（
本
調
査
）

は
ヽ

川
野
重
任
先
生
を
団
長
に
七
月
二
四
日
か
ら
八
月

川
野
重
任
先
生
、

そ
し
て
、

在
日

い
て
市
内
の
対
象
区
を
視
察
す
る
機
会
を
得
た
。

整
っ
た
街
な
み
と
な
っ
て
い
た
。

今
後
他
の
地
区
に
も
こ
の
事
例
を
広
げ
る
と
自
信
げ
に
語
っ
て
い
た
。

ョ
コ
国
際
部
長
、

予
備
調
査
へ
の
お
礼
と
共
に
本
調
査
団
が
訪
問
す
る
に
あ
た
り
調
査
方
法
、

対
象
地
区
選
定
、

同
日
午
後
、

人
口
•
環
境
庁
を
訪
問
。

な
協
力
を
約
束
さ
れ
た
。

五
月
一

0
日。

じ
め
移
住
省
、

七
月
ー
八
月
中
二
週
間
。

関
係
機
関
の
皆
様
、

農
林
水
産
省
国
際
協
力
課
、

日
本
大
使
館
の
皆
様
、

原
洋
之
介
先
生
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館
ス
ジ
ョ
ノ
経
済
部
長
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
今
後
の
発
展
と
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
友
好

日
本
に
お
い
て
は
‘

予
備
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
‘

マ
ル
ト
ノ
大
臣
は

同
夕
‘

成
果
を
胸
に
帰
国
の
途
に
つ
く
。

に
実
施
す
る
。

等
々
詳
細
に
わ
た
っ
た
協
議
を
行
っ
た
。

調
査
は
‘

質
問
票
案
を
五
月
中
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
に
送
付
し
、

翻
訳
の
上
事
前

現
地
調
査
は
、

日
本
側
調
査
団
は
‘

面
接

移
住
省
に
て
、

本
調
査
の
受
入
に
つ
い
て
最
終
協
議
を
行
っ
た
。

翡
た
。

4
1
 

副
大
臣
は
、

調
査
の
意
義
を
充
分
に
理
解
さ
れ
、

現
地
調
査
へ
の
全
面
的

ニ
ー
三
名
、

カ
ル
ト
モ
副
大
臣
と
懇
談
す
る
機
会
を

願
い
を
し
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
合
意
を
得
た
。

協
力
体
制
に
つ
い
て
大
臣
は
じ
め
副
大
臣
、

部
長
に
新
め
て
お

し、

日
本
側
か
ら
私
と
松
野
一
等
書
記
官
が
出
席
し
た
。

日
本
側
と

同
日
、

マ
ル
ト
ノ
大
臣
よ
り
昼
食
の
ご
招
待
を
受
け
た
。

ス
ジ
ノ
副
大
臣
、

ジ

紹
介
し
、

な
顔
を
し
て
い
た
。

ダ
ル
ド
ノ
部
長
も
改
善
活
動
の
成
功
事
例
で
あ
る
と
新
め
て

改
善
が
完
了
し
、

住
人
は
皆
明
る
く
‘

健
康
的

訪
れ
た
地
区
は
‘
す
で
に
地
域

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

同
局
ダ
ル
ド
ノ
部
長
の
案
内
で
、

改
善
活
動
の
実
態
に
つ
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ば
れ
る
。

や
‘

ン

ェ

ル

パ

の

故

テ

ン

ジ

ン

氏

ら

の

在

り

し

日

の

勇

姿

か

偲

る。

そ

し

て

山

岳

家

で

あ

り

冒

険

家

だ

っ

た

故

植

村

直

巳

氏

タ
ラ
ウ
ギ
リ
な
ど
の
巨
久
半
を
連
想
す

ヽ

ヽ

、

カ

ン

チ

ェ

ン

ジ

ュ

ン

カ

軋

い
浮
か
べ

聖
な
る
神
々
の
山
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
エ
ベ
レ
ス
ト
や
、

山
男
で
な
く
て
も
‘

ネ

パ

ー

ル

と

聞

け

ば

思

ヽ

カ

ト

マ

ン

ス

を

J

ジ
2

l

l
氏

・プ

。
ヽ
’
レ

ー―_＿＿＿_＿＿＿-＿-

ノ

）

駐

日

ド鬱
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らヽ

国
か
人
口
問
題
を
見
直
し
‘

国
の
政
策
の
最
優
先
事
項
に
な
っ
た

％
位
と
思
っ
て
い
た
ら

ニ
・
六
％
も
あ
り

そ
れ
か

一
九
八
一
年
に
国
勢
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

私
達
は
人
口
増
加
率
か

練
に
も
協
力
を
お
顧
い
し
た
い
の
で
す
。

日
本
か
ら
は
建
物
だ
け
で
な
く
‘

要
員

専
門
家
‘

担
当
官
な
ど
の
訓

立
な
ど
に
よ
っ
て
、

こ
の
計
画
を
全
国
レ
ベ
ル
で
展
開
し
た
い
。

”
家
族
計
画
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
Ii

の
設

困
難
で

資
金
量
、

同
時
に
人
口
分
野
で
の
幅
広
い
援
助
と
指
導
を
日
本
に
期
待
し
て
い
ま

下
に
伸
び
率
を
お
さ
え
る
た
め
に
は
‘

是
非
と
も
日
本
の
協
力
が
必
要
で
す
。

人
口
家
族
計
画
の
推
進
や
、

そ
の
半
分
以

驚
き
ま
し
た
。

わ
か
国
の
努
力
だ
け
で
は
実
現

一
九
八
一
年
の
出
生
率
の
伸
び
は
二
•
六
％
で
す
か
ら
‘

年
に
は
‘

・
ニ
％
に
減
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
‘

出
生
率
の
低
下
に
つ
い
て
、
日
本
の
協
力
に
よ
り

二
千

す
。

国
と
し
て
は
‘

規
模
が
十
分
で
な
い
の
で
予
算
を
増
額
し

い
調
査
を
し
て
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ゞ
ヽ

て
い
る
カ

A
P
D
A
 （
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
）

か
ら
も
大
変
良

人
口
分
野
に
関
し
て
、

政
府
レ
ベ
ル

民
間
の
共
同
で
調
査
を
行
な
っ

五
地
区
は
東
‘

中
央
、

西‘

中
西
、

極
西
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

さ
ん
あ
り

七
十
五
県
、

十
四
ゾ
ー
ン
‘

五
地
区
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
で
は
‘

ネ
パ
ー
ル
語
が
民
族
の
共
通
語
だ
が
、

方
言
は
多
く

を
設
韻
し
て
対
策
を
練
っ
て
い
ま
す
。

口
抑
制
‘

家
族
計
画
に
つ
い
て
、
首
相
の
下
に

三
十
年
前
に
は
五
百
万
人
だ
っ
た
人
口
か
現
在
約
千
六
百
万
人
、

今
世
紀
末
に
は
三
千
万
人
に
達
す
る
勢
い
と
い
わ
れ
る
が
…

•
•
•
O

そ
の
通
り
で
、

「
国
家
人
口
委
員
会
」

わ
が
国
の
人
口
増
加
は
大
き
な
政
治
問
題
で
あ
り
、
人

国
の
大
ぎ
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
身
近
か
に
感
ず
る
ネ
パ
ー
ル
で
も
‘

い
ま
人
口
増
加
が
同
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で

す

か

ら

‘

セ

ン

タ

ー

に

パ

ン

チ

ャ

ト

を

集

め

て

教

育

し

、

有

効

活

用

す
。
導

に

当

っ

て

お

り

パ

ン

チ

ャ

ト

は

ネ

パ

ー

ル

国

で

は

重

要

な

存

在

で

パ
ン
チ
ャ
ト
は
、
国
の
広
報
活
動
か
少
な
い
の
で
、
自
か
ら
教
育
‘

指

い
で
事
業
を
し
ま
す
。

い

い

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

が

あ

れ

ば

国

は

も

っ

と

予

国
は
村
や
地
区
か
決
定
す
れ
ば
国
五
十
％
‘

外
国
人
の
流
入
人
口
も
大
ぎ
な
問
題
で
す
。

人
で
組
織
し
、

戸
籍
簿
も
日
付
、

村

や

町

の

賢

民

間

の

家

族

計

画

団

体

や

そ

の

他

の

行

パ
ン
チ
ャ
ト
は
飲
料
水
や
学
校
の
問
題
な
ど
を
上
の
レ
ベ
ル
に
上
げ
‘

算
を
出
し
ま
す
。

地

元

五

十

％

の

負

担

割

合

母
子
保
健
は
‘
保
健
者
の
中
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
扱
い
取
組
ん
で
い
ま
す
。

パ
ン
チ
ャ
ト
は
国
内
に
二
千
八
百
あ
り
ま
す
。

政
機
関
に
も
出
す
の
で
す
が
。

力
を
要
請
し
ま
す
。

も

ち

論

メ
ン
バ
ー
で
す
。

こ
の
パ
ン
チ
ャ
ト
に
政
府
か
指
令
を
出
し
、

行

政

協

今
で
は
‘

地

区

に

十

一

人

お

り

一
人
が
長

二

人

が

副

長

‘

あ

と

が

相
談
役
と
し
て
二
千
年
の
歴
史
か
あ
り
ま
す
。

政
府
と
民
間
の
橋
渡
し
的
存
在
に
パ
ン
チ
ャ
ト
が
あ
り
‘

単
な
も
の
を
記
録
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

る

こ

と

に

な

っ

て

お

り

出

生

、

結

婚

と

い

っ

た

簡

住
み
つ
き
‘
仕
事
も
持
っ
て
い
ま
す
。

十

二

年

間

住

め

ば

国

籍

か

と

れ

タ

ラ

イ

平

原

に

は

パ
ス
ポ
ー
ト
な
し
で
出
入
り
し
、

一
部
の
外
人
が

ク
タ
ー
か
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
単

な

る

純

増

の

は

か

に

、

別

の

フ

ァ

ま
す
。

人
口
増
加
に
つ
い
て
は
‘

発
と
の
相
互
関
連
‘

総

合

的

な

観

点

か

ら

実

施

し

て

い

く

必

要

か

あ

り

単
独
で
人
口
政
策
を
行
な
う
の
で
は
な
く
‘

の
で
す
。

他
の
農
業
開
発
、

地

域

開
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八
十
五
年
か
ら
九
十
年
ま
で
第
七
次
五
ヵ
年
計
画
を
た
て
、
食
糧
‘

保

王
の
名
の
も
と
に
保
全
、
保
護
を
し
て
い
ま
す
。

林
な
ど
を
し
て
い
ま
す
が

サ
イ
‘

国

わ
か
国
で
は
‘

森
林
枯
渇
な
ど
環
境
改
善
の
た
め
森
林
省
が
、
毎
年
植

力
隊
の
活
躍
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
力
‘

専
門
家
派
遣
‘

農
村
地
域
の
通
信
連
絡
施
設
や
電
力
供
給
は
着
々
実
施
中
で
す
。

が
完
成
し
ま
し
た
。

ま
す
。

ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
病
院
で
は
こ
と
し
三
百
床

し
、

灌
漑
施
設
の
協
力
も
水
の
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
実
施
で
力
に
な
っ
て
い

ラ
ジ
オ
シ
ス
テ
ム
も
カ
ト
マ
ン
ズ
、

ポ
カ
ラ
に
放
送
所
を
立
て
ま
し
た

交
通
改
善
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

十
六
年
に
は
四
十
台
頂
き
‘

五
年
前
に
は
修
理
工
場
も
完
成
し
、

要
員

繭
も
、

’ー 一
九
七
四
年
、

交
通
シ
ス
テ
ム
‘

J
I
C
A
の
協
力
で
セ
ン
タ
ー
を
建
て
成
功
を
収
め
て

交
通
網
整

カ
ト
マ
ン
ズ
周
辺
の
バ
ス
に
つ
い
て
八
十
一
年
に
三
十
台
、

養
成
も
し
、

国
立
公
園
の
象
‘

現
地
で
の
青
年
協

虎
な
ど
も
‘

八

ん
で
は
六
万

KW

第
二
次
は
こ
と
し
終
了
す
る
運
び
で
す
。

い
ま
す
し
、

八
二
年
か
ら
の
ク
リ
ハ
ニ
の
第
一
次
水
力
発
電
事
業
借
か

水
力
発
電
事
業
等
々
い
ろ
ん
な
面
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
農
業
‘
果
実
、

通
信
、

肥
料
、

農
機
具

謝
し
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
は
一
九
八
四
年
度
に
は
六
十
億
円
の
拠
出
を
頂
き
、

大
変
感

へ
の
要
望
か
お
あ
り
で
し
た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

今
後
も
ご
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

日
本

A
P
D
A
と
し
て
は
‘

微
力
で
す
か
‘

書
な
ど
で
、

国
の
発
展
の
た
め
‘

小
家
族
の
重
要
性
を
う
た
っ
た
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

政
府
は
‘

母
子
保
健
か
中
心
で
す
か
‘
ラ
ジ
オ
網
や
ポ
ス
タ
ー
、
教
科

す
れ
ば
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
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農
業
の
向
上
‘

。
―
九
三
三
年
一
月
十
八
日
生
（
五
十
二
歳
）

゜
＿
九
五
四
年
~

0

一
九
五
五
ー
五
九
年

。
―
九
七
ニ
ー
七
三
年

。
―
九
七
―
―
-
I
七
四
年

0

一
九
七
四

I
七
九
年

0

一
九
八

0
年

0

一
九
八
五
年

。
＿
九
六
七

I
七
二
年

0

一
九
六
六
ー
六
七
年

退

官
公
共
事
業
運
輸
省
次
官

外
務
省
儀
典
長

在
イ
ン
ド
大
使
館
参
事
官

。
―
九
六
四
ー
六
六
年
在
英
国
大
使
館
一
等
書
記
官

゜
＿
九
六
一
ー
六
四
年

0

一
九
六

O
I
六
一
年

。
―
九
五
九
ー
六

0
年

ま
す
。

△ヽ

ど
う
カ

入
れ
て
い
ま
す
。

健
‘
教
育

飲
料
水
の
確
保
‘

ラ
ク
ノ
ウ
大
学
（
イ
ン
ド
）
卒
業
、
修
士

マ
ヘ
ン
ド
ラ
・
モ
ラ
ン
短
期
大
学
学
長

在
米
国
大
使
官
一
等
書
記
官

国
連
代
表
部
一
等
書
記
官

外
務
省
政
経
局
課
長

外
務
省
近
隣
諸
国
担
当
局
長

観
光
省
局
長

駐
日
大
使
（
七
月
十
一
日
着
任
）

（
次
）

日
本
の
今
ま
で
以
上
に
理
解
あ
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

観
光
誘
致
な
ど
に
力
を
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5
月
21
日

5
月

16
日

ー

911
日

5
月

4

日

5
月
2
日

4

月
17
日

4

月
ー
日

3
月

31
日

3
月

28
日

3
月
20
日

同
処
幹
部
と
佐
藤
隆
副
理
事
長
懇
談
。

於

赤

坂

プ

リ

ン

ス

ホ

テ

ル

本
協
会
理
事
会
を
開
催
。

①
昭
和
六
十
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

②
昭
和
六
十
一
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

③
役
貝
の
改
選

董
玉
昌
中
国
国
家
計
画
生
育
委
員
会
外
事
処
長
‘

侃
家
俊

発
に
関
す
る
調
査
」
予
備
調
査
団
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
派
遣
。

昭
和
六
十
一
年
度
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
村
人
口
と
農
業
開

発
に
関
す
る
調
査
」
委
託
契
約
を
農
林
水
産
省
と
締
結
。

昭
和
六
十
一
年
度
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
村
人
口
と
農
業
開

松
村
昭
雄

G
C
P
P
D
事
務
局
長
来
所
。

よ
り
受
け
る
。

昭
和
六
十
一
年
度
補
助
金
交
付
決
定
を
日
本
船
舶
振
興
会

画
基
礎
調
査
」
成
果
品
を

J
I
C
A
に
提
出
。

業
務
実
施
契
約
に
基
づ
き

「
ネ
パ
ー
ル
王
国
人
口
家
族
計

計
画
第
二
次
基
礎
調
査
」
成
果
品
を

J
I
C
A
に
提
出
。

業
務
実
施
契
約
に
基
づ
き

「
中
華
人
民
共
和
国
人
口
家
族

出。 ア
ジ
ア
諸
国
等
人
ロ
・
開
発
基
礎
調
査
事
業
報
告
書
」
提

昭
和
六
十
年
度
厚
生
省
•
国
際
厚
生
事
業
団
委
託

「
東
南

提
出
。

人
口
と
農
業
開
発
に
関
す
る
調
査
委
託
事
業
実
績
報
告
書
」

昭
和
六
十
年
度
農
林
水
産
省
委
託
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
村

.m霊
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~ 

九 九 十九
七 七 七
四 四 十三

四
＼ 

四 十

十 十
五 八

ヽ

一 一

シ ァ
官 食 衆国

゜ ゜
ア ジ

゜ ゜
言 糧 貨 際 他 国 ‘ア

プ人要各八書 と 世参人 官花 阿佐岸会フ 人

を ロ 請国 月 署 人 界超 ロ 庁村 部藤 議 イ ロ
と す政及名 ロ で党問 ‘仁 昭 信員 1) 事
る 食 る 府び ．． に 初派題 マ八 吾隆介 ピ情
~ 糧五に 十佐 関 の議議 ス 郎

ヽ

ン視し一 ,-.__ 

と 問項現ー藤 す 試員 員 コ
ヽ

山 団 ヽ 衷ホ

を 題 目 実月 る みー懇
‘ 
w 崎長 団

要解か的の隆 宣 で一談 関 ~-- コ屯 、一ノ 派

請決 ら 且世 言 あ 九会 係 レ 男
ヽ

遣

し の成つ界
L 

る 名ヒ 等 l ‘田 ,-.._ 

た 為る 果人 ゜で設 ノゞ 加 中 イ
官

ヽ

゜敢口 国 発立 l 藤龍 ン

言国 な -連 足-
ヽ

シ 夫 ド
文連 諸食 於式 ° ムコ云 J ズ

ヽ ヽ

゜ に 政糧 ．．曲/"ヽ 長 夕 工八 夕

リ 策会 国 .. ィ ‘田 イ
l を議 連 序山 デ 貞

ヽ

ダ 採に 本 イ 義 イ
I る 先 部 信 ン
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！ インド国—- 5 . スライド 日本の農業、農村開発と人口 l I Report on the Survey of Rural Population and ーその軌跡ー （日本語版） i 
Agricultural Development in Asian Countries 

India 央口口

I (サ声版） Agricultural & Rural Development and, Population ~ 
! in Japan (英語版）

! I農林水産省委託） 日本衣叱衣村的友展和人口的推移（中国語版） ［ 
I z . 東南アジア諸国等人口• 開発基礎調査報告書
！ タイ国 Perkembangan Pertanian, Masyarakat Desa Dan ~ 
! Report on the Basic Survey of Population and Deve _ Kependudukan Di Japang (イントネ／ア語版） ！ 
! lopment in Southeast Asian Countries (以上4カ国版スライトは、日本産業教育スライドコ l I ~Tha廿and ンクールにて優秀賞を受賞しました。） ！ 

! 
（厚生省• 国際厚生事業団委託） （日本船舶振興会補助）
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